
  

特別専門講師募集要項（会計年度任用職員） 

項  目 内   容 

職名 特別専門講師 

任用根拠 地方公務員法第 22条の２第１項第１号 

任用期間 

令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで 

※4月の授業開始日から 3月の授業終了日まで 

※ 任用期間満了後に同一の職務内容の職が設置される場合で、かつ

能力実証の結果が良好である場合は、４回を上限として公募によら

ず再度任用される可能性があります。 

なお、期間を定めた任用であり、令和８年４月１日以降の任用を保

障するものではありません。 

勤務職場 東京都立飛鳥高等学校（東京都北区王子 ６―８―８） 

職務内容 

日本語授業の実施 ※↓レベルは令和 6年度を参考までに 

日本語Ⅰ（N４～５レベル）（N３～４レベル）のどちらか、日本語Ⅱ（N

３～４）、日本語Ⅲ（N３～４）の担当可能な授業にて、授業を主導する。 

・個別対応が必要な生徒に付く教員や日本語指導員への指導内容指示。 

・定期考査問題作成（前期中間・期末、後期中間・期末で年 4回） 

応募資格・求められる能力 

・日本語教員の資格（420 時間修了 oｒ日本語教育能力検定合格 or 大

学での日本語副専攻修了等）。 

・集団（10 名程度）への指導経験を有し、指導範囲における定期考査

問題作成ができる。 

・必要に応じて補助の教員・指導員に、個別指導が必要な生徒への指導

内容の指示ができる。 

総勤務時間数 年間 64～320時間 ※担当コマ数による  

勤務時間 

・日本語Ⅰ基礎 ２コマ連続２講座 木・金 15時 45分～17時 20分 

・日本語Ⅰ標準 ２コマ連続２講座 木・金 15時 45分～17時 20分 

・日本語Ⅱ   ２コマ連続２講座 火   17時 25分～19時 00分 

                 木   15時 45分～17時 20分 

・日本語Ⅲ   2コマ連続１講座 月   17時 25分～19時 00分 

                      もしくは 

                 水   17時 25分～19時 00分 

 ※上記時間いずれも、授業 45分→休憩 5分→授業 45分 

※日本語Ⅱ、Ⅲについては、曜日・時間の変更相談に応じる 

※1 時間が 45 分単位だが、時給換算のため、授業準備・授業後の片

付け等含めタイムカードを切ってから退出するまで２時間滞在が

必要。 

※日本語Ⅰを担当する方は、木曜日と金曜日のクラスをお持ちいた

だくと、木曜日と金曜日で同じ内容の授業となる。日本語Ⅱも火曜

日と木曜日の授業が同じ内容となる。 

※所定勤務時間を超える勤務の有無・・・原則として無し 



  

休憩時間 ※１日６時間を超える勤務がある場合は少なくとも４５分設定 

休暇等 

（有給） 

年次有給休暇、公民権行使等休暇、慶弔休暇、災害休暇、夏季休暇、

妊娠出産休暇、母子保健検診休暇、妊婦通勤時間、出産支援休暇、育児

参加休暇 

（無給） 

 妊娠症状対応休暇、育児時間、子どもの看護休暇、生理休暇、短期の

介護休暇、介護休暇、介護時間、育児休業、部分休業 

※ 一定の要件を満たす場合 

報酬額 

時間額 ４,３００円 

（改定される場合あり） 

（資格（免許・経験）等により報酬額は異なる） 

通勤手当相当額を別途支給（上限 2,600円/日額） 

※ 一定の要件を満たす場合、期末手当、勤勉手当を支給 

社会保険 
健康保険、厚生年金保険、雇用保険等加入の有無について 

（1週間の所定労働時間が 20時間以上の場合等要件あり） 

応募方法 
・まず下記にお電話にて問い合わせをお願いいたします。折り返し電話

いたします。 

募集人数 ・若干名 

募集形態 

・日本語Ⅰ、日本語Ⅱ、日本語Ⅲのいずれかをご担当いただきます。 

 ※日本語Ⅰは基礎と標準クラスがあるため 2名募集。 

・希望される場合、最大で、週に 10時間勤務も可能。（日本語Ⅰが 4時

間、日本語Ⅱが４時間、日本語Ⅲが 2時間の場合） 

・日本語Ⅰと日本語Ⅲと、6コマ（6時間）の担当も可能。 

・日本語Ⅰと日本語Ⅱと、８コマ（8時間）の担当も可能 

・日本語Ⅱと日本語Ⅲと、６コマ（6時間）の担当も可能 

問い合わせ 
東京都立飛鳥高等学校定時制  

担当 副校長（下西） 連絡先０３－３９１３―５３６２ 

 


